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１．目的

①１～３号機の原子炉圧力容器及び原子炉格納容器の水素濃
度を抑制するため、常用の窒素ガス分離装置の２台並列運
転にて窒素を精製・供給している。

②常用の窒素ガス分離装置（ 容量：100％/台）は、過去に
１台運転・１台待機で運用していたが、運転号機トリップ
により一時的に窒素供給が停止してしまったことから、
２台並列運転での運用としている。

③現状、２台並列運転であり待機号機が無いことから、長期
間のメンテナンス期間の確保が難しく、また、設備の劣化
が促進されている。

常用の窒素ガス分離装置を更に１台新設し、３台運用（２台
運転、１台待機）にすることで、窒素供給の信頼性を向上す
る。
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３．工程（案）

【 窒素ガス分離装置（C）の新設 】

　詳細設計

　機器製作、工場試運転

　現場設置、試運転
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【参考１】窒素ガス分離装置（C）構成
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